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巻　頭　言

一1987年の新年を迎えて一

理事長　山元龍三郎

　年頭にあたり，我々の日本気象学会が，理事をはじめ

会員の皆様のご努力により，発展しつつある事を喜びた

いと存じます．会員数は四千数百名で年間予算は一億円

に近くなっております．それぞれ1000ぺ一ジに近い2つ

の機関紙も充実してきました．また，国際学術交流も活

発に行い，昨年にはインドでの長期予報100年記念国際

セミナーを後援し，また，国際会議に出席の数名の会員

に対して旅費を補助しました．これは，当学会の国際学

術交流基金の果実によるものでありまレて，その基金は

会員有志の協力を得て，現在数百万円となりました．昨

年の夏，東京で開催された短期・中期数値予報の国際シ

ンポジウムについては，その運営に協力し，特にそのプ

ロシーディングスの発行を当学会が引き受ける事とし

て，その作業が着々と進んでおります．

　我々の気象学会のこのような発展に伴って，改善すべ

き問題が幾つかありますが，その中で先ず取り上げるべ

き，と考えているのは，事務総長（仮称）を置く事であ

ります．現在の理事会は，学会活動の長期的な企画・戦

略を練ると共に，実務に関連した戦術的な作業をこなし

ております．各国の気象学会と肩を並べて国際的な活動

方針をたてたる一方では，古い出版物の在庫をどのよう

に整理するかを，考えねばなりません．小規模な学会で

は，理事会と理事長が長期的な展望・企画と実務の両方

をこなす事も出来るでしょう．しかし，年間予算が一億

円に達し，一層の発展を目指す我々の気象学会の場合，

新しく事務総長（仮称）をおいて，理事長と共に戦略と
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戦術を分担する必要を感じているのです．

　学会の理事長に対する会員の本来の期待はぞ事務総長

としての実務処理ではなく，その学問分野における指導

的な役割だと思われます．その意味で，この巻頭言にお

いても，気象学の分野の展望を示して若い研究者に指針

を与える事が，理事長の大きい役割だと考えられます．

このような学間的な展望は近く別途，会員の皆様に示し

たいと存じます．

　気候変動国際協同研究計画（WC！RP）が，昨年8月，

測地学審議会から関係大臣に建議された事は，天気の11

月号でお知らせしました．わが国の気象界が今までに参

加した地球大気開発計画（GARP）や中層大気国際協同

観測計画（MAP）がいずれも成功裏に終了しましたが，

それ・らに続いて1980年代の後半から取り組むべき国際協

同研究計画がWCRPであります．

　WCRPの目的は，①長期（1～2か月）予報の物理

的基礎の確立，②大気大循環の年々変動や永年変動のメ

カニズムの解明，および③気候に対する人間活動の影響

を明らかにする事であります．このような気候変動の研

究の必要性は，かねてから，気象学者も認識して多大の

努力を払い，また，社会・経済・生活環境の立場からも

強く要望されてきました．それにもかかわらず問題が残

されているという事実は，昔からの研究方法や既存のデ

ータの解析だけではWCRPの目的の達成は困難である

事を意味しています．

　しかし，現在では，以前とは異なり，人工衛星による
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極地方・熱帯地方を含めた海洋・大気のグ・一バル観測

データが整備されるようになり，また，大気・海洋・陸

水・雪氷などから構成された気候システムの振る舞いを

コンピュータにより再現できるモデルが作られつつあり

ます．さらに，雲・放射・境界層などの諸過程は今まで

も重要視されていましたが，その支配的な役割が一層深

く認識されて，その役割を具体的に実験観測等によって

確かめる事ができるようになってきました．特に，海洋

と大気との大規模なスケールでの相互作用も，エルニー

ニョ・南方振動（ENSO）という具体的な現象として認

識されるようになりました．

　乱流場でのレイノルズーストレスは，風速変動の非線

型性によるものである事は周知の事であります．気候は

大気・海洋などの統計的特性でありますので，当然，レ

イノルズーストレスと同様に，気候システムの構成要素

それ自身の内部および要素の間の非線型性に起因した特

性を持っている筈です．今後の気候変動の研究において

は，この非線型的力学特性が，重要な問題の一つとなる

と考えられます．このような認識は，古くからの間題で

ある気候変動の研究が，新しい学問分野の確立を必要と

している事を意味しています．気候変動国際協同研究計

画（WCRP）の研究を実施するに際して，大気のみなら

ず海洋・陸水・雪氷等との非線型相互作用を含めた新し

い学問分野の確立を期待したいと考えます．

気象集誌編集委員会からのお知らせ

　気象集誌編集委員会では，気象学会の共有財産である

掲載論文の著作権の統一的運用を可能にし，かつ学術・

教育分野での積極的活用を促進するために，理事会の承

認を得て以下の条項を投稿規定に加えることとしまし

た．

1・集誌に掲載された論文，要報と質疑（以下，論文等

　と称する）の著作権は日本気象学会に帰属する．

2．集誌障掲載された論文等の全部または一部を他の出

　版物に転載，翻訳，あるいはその他の利用をする場合

　は，日本気象学会の書面による利用許諾を得たうえで

　出所明示（出典を明かにする）して利用しなければな

　らない．

3．利用者による学説の展開，および気象学の教育また

　は普及に関する著作の中で，集誌に掲載された論文等

　の一部を出所明示のうえ引用する場合は，前項の規定

　に拘らず利用許諾の申請は不要とする．

　この規定の実施に伴い，1987年発行の65巻第1号より

各論文の冒頭頁に著作権の所属を示すr◎年号，Meteo－

rological　S㏄iety　ofJapan」の表示が印刷されます．な

お以下に著作権の運用にあたっての注意事項をいくつか

述べてみます．

　＊著作権の対象には論文等の文章，図面，数表などが

　　含まれます．

　＊r一部」の引用とは，他の著作の文章の短い抜粋，図

　　表のいくつかを自分の著作の中に取り入れることで

　　す．論文のアブストラクトを全文引用するなどは

　　「一部」とはなりません．また他の論文の図表だけ

　　を全部集めて，これに自分の解釈をつけたものも同

　　様です．

　＊r一部」であっても学術・教育・普及以外の用途，例

　　えばある図面を商業用イラストとして利用するなど

　　は，許諾申請の対象となります．

　＊著作者には経済的権利としての著作権の他に，著作

　　者の人格を守る著作人格権があります．これは著作

　　者に専属する権利であり，著作権の帰属にかかわら

　　ず他人が著作者の同意を得ないで著作物の氏名表示

　　を変更したり，タイトルや内容を変更することは許

　　されません．
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